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2024年度の活動
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経営者部会
本年度も昨年度に引き続き、ZOOMを用いたリモート会議を行いました。

●障害福祉サービス事業所合同説明会開催（2024年7月開催予定）

●経営者間で共有した方が良い事項について場を設ける

●各種研修会を計画・実施する。

の3点を実施内容として活動を行いました。

報酬改定情報共有会

■実施日時 令和6年8月5日（月） 18時～20時（生活介護）

令和6年10月18日（金）18時～20時（B型）

■研修内容

今年度は大幅な報酬改定があり、障害福祉サービス毎に研修会

を実施した。生活介護は「いろは」、就労継続支援B型は「桑の

実工房」を会場とした。基本報酬と合わせて各加算については、

各事業所の申請についての情報交換が有意義だった。各事業所

の情報をオープンにすることで、互いの経営に役立っているこ

とを実感した研修であった。

虐待防止研修（ハイブリット形式）

■実施日時 令和7年1月24日（金）18時～20時

■講 師 北九州市基幹相談支援センター 北九州市虐待防止センター

センター長（兼務） 山田 貴広 氏

■研修内容

講師に北九州市虐待防止センター松本センター長を招いて対面

とオンライン参加のハイブリット方式で研修を実施した。虐待

が起こった事例に共通している事として、閉鎖的な雰囲気や支

援者と利用者の関係性から、小さな虐待が起き徐々にエスカ

レートする事などが挙げられた。チームアプローチを実践する

ことで過度な個人の裁量になりすぎず、支援の違和感に気づき

修正していく事が小さな虐待を防ぐために重要だと再認識した。

2025年合同説明会準備会運営について

昨年度に引き続き、2025年度合同説明会準備会を開催した。

月1回～2回程度の話し合いを行い、開催内容等決定し、現在開

催に向けて準備中である。2024年度合同説明会は、様々な方々

の協力の元、来場者目標の2倍である200名程度の方が合同説明

会に参加して頂いた。また、参加事業所を30事業所とし、大い

に盛り上がった。2025年度は更に参加事業所数を拡大し、イベ

ント内容も新たに検討、昨年以上の来場者を目指す。

部会の様子

経営者会議

報酬改定情報共有会（生活介護）

虐待防止研修（ハイブリッド形式）

月 活動内容
令和6年 6月 令和6年度総会・令和5年度決算総会
令和6年 7月 懇親会開催 参加者：34名
令和6年 8月 報酬改定情報共有会（生活介護）
令和6年10月 報酬改定情報共有会（B型）
令和6年10月 第1回経営者会議
令和7年 1月 虐待防止研修（ハイブリット形式）
令和7年 2月 第2回経営者会議

報酬改定情報共有会（B型）

合同説明会準備会 会議



＜活動目的＞

●研修・交流を通じ、支援員のつながりを深める。

●顔の見える、支援員部会を組織する。

●事業所を越えて、互いの実践を学び合う。

2024年度の支援員部会は、会員事業所のアン

ケート結果をもとに3つのテーマについて研修を

実施しました。

【研修テーマ】

 1. 障害のある方の性について

 2. 意思決定支援とは 基本のキ！

 3. 高齢期を迎える障害のある方の支援

17事業所20名の部会員が各グループに分かれて

準備を行い、対面でもグループ会議が行われる

など、活動を通して横のつながりを深めること

ができました。

また、全体の統括としてリーダー会議を行い、

各グループでの進行を確認するなど新たな取り

組みも行い、各グループの活発な議論もあり、

どの研修も多くの参加者が集まり対面での熱気

があふれるものとなりました。

支援員交流会も久しぶりに実施し、今後の活動

として、事業所見学や職員交換研修、利用者交

流会や職員確保の取り組み等の要望を聞くこと

ができました。

支援員部会 部会の様子

全体会（グループ決め）

リーダー会議

受講後アンケートを実施

支援員交流会



研修会の様子

障害のある方の性について

高齢期を迎える障害のある方の支援

意思決定支援とは 基本のキ！

支援員部会研修 令和7年1月31日（金）

支援員部会研修 令和7年3月10日（月）

支援員部会研修 令和7年2月21日（金）

■講師：松本麻子氏（北九州市障害者基幹相談支援センター 助産師）

支援現場で起こり得る性の問題について事例をもとに、

基幹相談支援センターではどのような支援を行っているか、

当事者・家族・事業所にどのようにアプローチを行ってい

るかを紹介。性の課題や問題に直面した際にどのように伝

えればいいのか、体の仕組みや同意についてなど支援者自

身が正しい知識を持って対応するための充実した内容だっ

た。初めての研修テーマであり、参加者からも質問が多く

寄せられ、今後に向けて成人期の課題にも広げていきたい

との感想も出ていた。

■講師：伊東良輔氏（一般社団法人ぱるむ代表理事）

講師の自己紹介と合わせてナラティブ・アプローチの重要

性について学び、意思決定支援の基本的な考え方について

バイスティックの7原則など理解を深めた。参加者にも積

極的に研修参加してもらえるようグループワークも企画し、

事業種別に関わらず広く意見交換を行った。

今後、さらに具体的な支援場面でのアプローチ方法や障害

種別に応じた支援法など、意思決定支援について学びを深

めていきたいとの要望があった。

■講師：山田貴広氏（北九州市障害者基幹相談支援センター センター長）

高齢期を迎える障害のある方の課題となる65歳の壁問題に

ついて、浅田訴訟、介護保険法と障害者総合支援法の違い

について紹介していただき、どのように移行が進んでいく

のか事例を交えて学んだ。また、事前アンケートの質問事

項について回答いただき、事業所の疑問について参加者で

共有することができた。

障害のある方の性について

意思決定支援とは 基本のキ！

高齢期を迎える障害のある方の支援



一丁目の元気
市内福祉サービス事業所の商品を取り扱う

アンテナショップです。

●障害のある方の収入やモチベーションアップの場。

●より多くの方に商品を知ってもらい販売につなげる場。

●情報発信などコミュニティの場。

として、日々活動しています。

令和6年度はカフェ営業の売上向上を目標に運営

した結果、前年度より売上アップとなりました。

また、事業所のデザインを採用した商品を企画販

売し、売上の一部を事業所へお渡しすることがで

き、今後も継続販売していく予定です。

安定した店舗運営を持続するためにもスタッフの

人材育成を行うことができたことも6年度の報告

としてお伝えいたします。

一丁目の元気では、店内にて定期的な「発達障害

の相談カフェ」の開催、特別支援学校の生徒さん

の見学の受け入れなども行っており、販売以外の

活動もしています。

令和7年度はＳＮＳをさらに有効活用すること、

来店客のニーズに応じた商品提案など登録事業所

の売上向上を目指していきたいと思っています。

どうぞご協力よろしくお願いいたします。

カフェ営業

活動の様子

事業所とコラボした商品の企画販売



北九州共同受注センター

◆登録事業所数105事業所です（令和7年3月現在）

11事業所増加、4事業所が退会（理由：事業撤退2、その他2）

◆北九州共同受注センター広報および営業活動

・事業所交流会（座談会開催）

本年度は座談会を2回開催。

＊第1回座談会（2024年9月6日実施）

【座談会テーマ】

工賃の考え方、仕事を受注する時の見積金額算出や

見積項目など、現在受注している仕事の値段交渉

＊第2回座談会（2025年1月16日実施）

【座談会テーマ】利用者確保の工夫・広報活動

＜座談会を開催して＞

座談会はテーマを元に自分の考えていることをざっくばら

んに述べ合う場、特に解答を出すことはなく、参加者の

何かのきっかけに繋がること。また、事業所間の顔が見

える、名前を知るお付き合い、自事業所内の新しい発想

に繋がることを目的として開催した。参加者にはいずれも

好評であり、来年度も開催予定である。

・市庁舎内販売・展示棚

毎回売れ行きは順調でほぼ完売状態。

新しく出店する事業所も増え、本年度からは雑貨類の販

売も開始しており、順調に推移している。展示棚は4か月

に一度入れ替えを行い、新しい事業所の展示も増加して

いる。

・商品WEBカタログ

2024年10月から今までの商品カタログを一新し、新しく

商品WEBカタログを掲載開始した。来年度も引き続き、

商品WEBカタログを広報していく。
商品WEBカタログ

座談会

市庁舎内販売

商品展示棚

活動の様子



トピックス

【7月】 
  2024年度 障害福祉サービス事業所 合同説明会

2024年7月27日（土）『2024年度障害福祉サービス事業所合同説明会』を
西日本総合展示場 AIM3階 D展示場で開催しました。

4度目となる今年は大幅に規模を拡大。参加事業所を昨年の18事業所から30事業所に増やし、会場も広くしました。
結果、来場者100名を目標に準備を進めてきましたが、それを大きく上回る沢山の方にお越しいただきました。

30事業所それぞれ自由にブースを装飾し、作業風景の写真を飾ったり、PCで動画を流したり。
各ブース個性が表れていました♪

＜イベントを同時開催＞

●第1部 相談支援員 安武和幸氏による講話 北九州市の障害福祉制度や障害福祉サービスについてのお話。

●第2部 事業所職員によるパネルディスカッション 暮らしや就労・お金のこと。毎月の収支例などもご紹介。

どちらも100名近くの来場者様にご参加いただきました。

来場者特典として事業所紹介冊子をプレゼント。イベントに参加してくださった方には、実際に事業所へ通う方の
一日の過ごし方や趣味、毎月の収支とお金の管理方法などについてインタビューをまとめた冊子をお渡ししました。

今回、規模を大きくしたものの、どれくらいお客様が集まってくださるのか少し不安がありましたが、
大盛況で無事終わることができました。
2025年度の開催に向けて準備を進めています！

2025年度も開催予定です♪次回

・日 程：2025年8月 30日（土）

・時 間：10:00～受付終了15:30（16:00閉場）

・会 場：北九州国際会議場（JR小倉駅より徒歩10分）

昨年とは会場が異なりますのでご注意ください。
詳細はSNSで発信しますので、ぜひフォローして最新情報をチェックお願いします！
台風などの悪天候等により急遽開催中止となる場合がございます。

＼講演会も開催！／

昨年よりパワーアップしたポイント！



【6月】総会

【理事長就任のご挨拶】

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

このたび、理事長に就任致しました株式会社エスティーロ

代表取締役 村田一光でございます。

まずは、歴代理事長の皆様が築き上げてこられた多大なるご

功績に深く感謝申し上げます。彼らの努力とリーダーシップ

により、北九州小規模連は大きく発展してまいりました。

しかし、近年、私たちを取り巻く経済環境は大きく変化して

おり、激動の時代に直面しています。この変化に柔軟に対応

し、新たな挑戦を恐れずに進むために今まで築き上げてきた

土台をしっかりと引き継ぎながら、新しい北九州小規模連を

皆様と共に発展させていきたいと思っております。

皆様のご期待に添えるよう、全力を尽くしてまいりますので、

引き続きご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

末筆ながら、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

敬具

北九州小規模連理事長

村田一光

株式会社エスティーロ（いろは）

代表取締役 村田 一光

【新理事よりご挨拶 (順不同) 】

社会福祉法人あかつき会 はぁとねっと戸畑
室 ちひろ
令和7年度より北九州小規模連の理事に就任致しました、はぁとねっと戸畑
管理者の室 ちひろと申します。私が小規模連に出会って、約15年以上が
経ちます。入職した当時、ショップ部会や支援員部会に参加させていただき、
皆様と顔を合わせて意見交換を行い、多くのことを学びました。
その学びは、今でも私の中で生き続けています。様々な事業所と関わりの
持てる小規模連は、本当に素晴らしいチームであると思います。
今後も、皆様とお会いできる機会を多くつくり、小規模連がより発展できる
よう、全力を尽くしてまいります。多様な事業所が増えていく中で、経営が
厳しいところはありますが、何事も諦めない精神を胸に、皆で一致団結して
頑張っていきましょう！！

社会福祉法人桑の実会 桑の実工房
仲本 篤志

令和7年度より北九州小規模連の理事に就任致しました、社会福祉
法人桑の実会桑の実工房の仲本です。勤め始めと同時に小規模連活
動に関わり16年、これまで支援員部会や経営者部会等の様々な活動
に参加し、会員事業所皆様との繋がりの大事さを感じてきました。
今年度からは理事として、皆様と共に小規模連を盛り上げていける
よう尽力して参ります。今後とも宜しくお願い致します。

NPO法人ねぎぼうずの里 障害福祉サービス事業所リーシュ
上別府 ユカリ

このたび理事に就任いたしました、特定非営利活動法人ねぎぼうず
の里障害福祉サービス事業所リーシュの上別府ユカリと申します。
諸先輩方の足跡にあらためて敬意を抱くとともに、自身の責任の重
さも痛感しております。これまでの歴史に学びながらも、新しい視
点や柔軟な発想をもって、小規模事業所ならではの魅力や強みを活
かせるよう尽力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

有限会社月翔 きららデイサービスセンター幸神
西丸 昌弘

この度、僭越ながら小規模連の理事を拝命いたしました有限会社
月翔 取締役の西丸です。これまで重症心者、児へのサービスの
管理が多かった職責上小規模連にあまり参加できていませんでした。
今回この様な機会をいただきましたので一緒に勉強させていただき、
目まぐるしく変わる制度の解釈、企業のホスピタリティマネジメン
トあり方、企業としての公平性等などに取り組んでいければと思い
ます。何分にも経験不足ではありますので皆様のご指導を宜しく
お願い致します。

令和7年度 理事改選が行われました。

6月12日(水) 令和6年度通常総会をZOOMにて実施しました。

会員事業所より20事業所24名が参加。

令和5年度の事業報告・決算報告、令和6年度の事業計画・

予算報告が行われ、全ての議案が承認されました。



会員登録までの流れ

NPO法人北九州小規模連 ＊お問い合わせ先： 093-616-2639（事務局）

①お問合せ ②訪問 ③登録票提出 ④年会費納入
⑤メーリング

リスト登録
⑥登録完了

■①お問合せ 登録を希望される場合は、お問合せ先までお気軽にお電話ください。

■②訪問  事務局職員が事業所を訪問し、詳細をご説明いたします。

■③登録票提出 「登録票」を記入の上、事務局まで提出していただきます。

■④年会費納入 年会費の納入を行っていただきます。

■⑤メーリングリスト登録 配信メールを受信できるよう、事務局にてメールアドレスの登録を行います。

■⑥登録完了 一週間程度で登録が完了します。

＜年会費について＞

障害福祉サービス事業所 36,000円 (3,000円/月)

小規模作業所・地域活動センター 12,000円 (1,000円/月)

＊年度の途中から登録される場合は、月割りで計算します。

障害者自立支援ショップ一丁目の元気 ＊お問い合わせ先： 093-383-6061

北九州共同受注センター ＊お問い合わせ先： 093-616-2639

「一丁目の元気」へ登録をご希望される場合、まずはお問合せ先までご連絡ください。

「一丁目の元気」店長と一度お会いいただき、その際に詳細をご説明いたします。

「北九州共同受注センター」へ登録をご希望される場合、まずはお問合せ先までご連絡ください。

担当職員が事業所を訪問し、詳細をご説明いたします。



北九州小規模連会員 会員数：35事業所(2025年6月現在)
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若松区 32. My夢

23. あおいとり

24. はぁとねっと戸畑

25. 五常

26. あいず

戸畑区

34

35

1. スマイル門司

6. 未来サポートステーション新門司

2. ほうぼく(抱樸)第2作業所

3. ワークサポート青葉

4. のぞみ作業所

7. GENKI

8. 喫茶「やすらぎ」

9. カフェ・ラポール

10. ほうぼく（抱樸）

30. こころ

11. フィールド守恒

13. いろは

14. リーシュ

16. ぎゃらりぃゆう

17. きらら

18. SFT

22. Clap

34. 相談支援センターらび

門司区

小倉北区

小倉南区

5. のりまつ工房

12. あざみ園

20. ワークなごみ

27. 地域活動支援センター八幡西

28. ふじの木村

29. 就労支援センターすずらん

31. 桑の実工房

33. ファクトリーann

35. デイステーション・ルーチェ

15. 夢活動センター八幡

21. BOCCHI

19. 多機能型事業所ワンステップ

八幡東区

八幡西区



生まれた地域で

当たり前に暮らすために。

ＮＰＯ法人

北九州小規模連

[事務局]

〒805-0062

北九州市八幡東区平野1丁目3番2号

（NPO法人わくわーく BOCCHI内）

  TEL 093-671-1221 / FAX 093-883-6022

http://www.npo-ksa.jp/

https://www.facebook.com/shokiboren

    https://www.instagram.com/npo0509

 

[一丁目の元気]

  〒802-0002

北九州市小倉北区京町1-6-1

  TEL 093-383-6061 / FAX 093-383-6062

https://www.facebook.com/1genki/

https://www.instagram.com/1chomegenki

[北九州共同受注センター]

  〒803-0813

北九州市小倉北区城内1番1号 北九州市役所内1階

  TEL 093-616-2639 / FAX 093-616-2649

http:// kkjc.info
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